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プロジェクト名 製紙スラッジを用いた高機能性多孔質体の開発と住環境改善

資材への応用 

研究背景 

研究目的 

及び目標 

 

（研究背景） 

住環境改善資材として、炭化物や無機塩類、多孔性セラミックス、

化学製品等が用いられ、吸着・化学反応を利用した商品が販売され

ているが、高価、低機能、持続性がない等、実用に応じた品質・価格

のものが少なく、ほとんど普及していないのが現状である。空調機器

などが使われたりもするが、エネルギーを大量に消費するため、環境

負荷が高く経済的でない。そのため、安価で調湿効果や吸着性能、

物理化学特性等がすぐれた機能性建材が求められていた。 

 

（研究目的及び目標） 

このため、本研究では、廃棄物の製紙スラッジを用いて、調湿や

脱臭等の優れた機能をもつ、機能性建材を開発、展開することを

目的に取り組んだ。 

具体的には、屋内外の住環境を改善するための各種機能性建材の

開発であるが、それぞれについて、調湿効果、脱臭、ＶＯＣ除去、

保水、微生物坦体機能等が求められるため、それに応じた多孔度や

孔径を持つ多孔質材を得るための原料混合、炭化、成型などの製造

条件の確立を目指した。また、機能性を失うことなく、成型加工に

よる形状化を行う条件や強度を高めるための混練や副原料、バイン

ダーの利用、炭化条件等の確立に取り組んだ。さらに、大量生産を

行うために実験室レベルの試験結果を元にスケールアップ化を確

立し、安定した生産方法の検討、コスト削減のための省エネ化等の

研究に取り組んだ。 

 

成果概要 本研究開発により、次のような成果を得ることができた。 

１．製紙スラッジを用いた多孔質材の製造及び機能性付加に関する研

究 

・ 副原料の添加による強度向上 

副原料（ベントナイト、コーンスターチ）の配合割合を変えて

評価試験を実施した。副原料の配合割合に比例して成形時の可塑

性（成形のし易さ）はよくなる傾向を示した。ベントナイト１０

％配合の場合に最大圧縮荷重を示した。 

・ 吸放湿効果の向上 



恒温恒湿器を用いて高温条件・低温条件を設定し、それぞれの

条件下でサンプルの重量変化を測定する手法により炭化物の吸湿

・放湿特性の評価を実施した。 

炭化物単体よりも金属塩を担持したサンプルの方が調湿能力が

高かった。担持する塩の種類では Ca の方が Na よりも効果的であ

った。 

２．調湿、脱臭、ＶＯＣ軽減等の機能の担持と、用途での炭化スタイ

ル確立 

・ 塩基類の調湿能の評価（工業技術センターにて評価試験） 

ベントナイト入り炭化物（未担持）、ベントナイト入り炭化物（

Na担持）、ベントナイト入り炭化物（Ca担持）の調湿能を評価した

。Caの方が吸放湿能が高く、さらにバインダー配合率５％の方が

吸放湿能が高かった。 

・ 炭化時間を短縮した炭化物の機能評価 

未担持の１次炭化物（５５０℃、２０分）、２次炭化物（７５０

℃、１３分と２０分）、バインダー配合率１％、３％、同様条件で

のCa担持炭化物について調湿能を評価した。従来の炭化時間の５

時間より短縮された時間の炭化物でも吸放湿が確認された。 

・ 機能性粉末の炭化 

用途に応じた塩基類を粉末に担持した。Na→紙シート添加（脱

臭）、Ca→紙シート添加（調湿）、Cu→廃溶液機能確認（植物）、Ag

→カビ類の抑制（トイレタンク）。防カビ剤等としても利用可能と

考えられる。 

３．製紙スラッジを用いた多孔質ボードの製造及び性能評価に関する

研究 

・ スラッジと副資材の混合割合を変えて９種類の造粒体を製造し、

チンゲンサイの栽培試験を実施。 

・ 軽量で高保水性の炭化ブロックが製造できたが、炭化ブロックに

牧草を播種して栽培試験を実施したが根の活着が不十分である。 

４．機能性建材シートの開発 

・ 古紙を原料に、配合の割合を変えながら炭化粉末を配合したシー

トを試作。２重に紙をすくことにより強度を増すことができた。 

５．機能性多孔質材の大量生産及び二次製品化の開発 

・ 大型炉による炭化安定化条件の検討 

炭化条件は、スラッジのみ、熱伝導率の向上のためのスラッジの粒

状固化、燃焼温度向上のための木チップ焼成である。いずれも表面の

みが炭化し、乾留ガスの発生による燃費及び燃焼効率の向上が確認で

きず、効率的な大量炭化は困難である。 



・ 製品への機能性付加と強度発現技術の検討 

水熱固化技術を利用した製紙スラッジ炭化物の固化を実施した

。トラバーチンと炭を使用したタイルは、軽く、断熱性に優れる

ため、機能性のある内装材として活用が可能である。 
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